
(57)【要約】
【課題】  本発明は、任意の時刻の月の月相及びその時
刻における時角を直ちに認識できる月データ表示時計を
提供する。
【解決手段】  本発明の月データ表示時計は、針式のア
ナログ時計機能を備えるとともに、文字盤に月の時角に
対応する配置で配置された新月から満月に亘る月相状態
を表示可能な複数個の月相表示体３１ａ乃至３１ｌと、
現在時刻を計時する分周回路と、地球上の位置情報を記
憶するＲＡＭと、分周回路により計時する時刻情報とＲ
ＡＭに記憶した位置情報とからその時刻における月の時
角データ及び月の月齢データを演算する制御部と、この
制御部により演算した月の時角データ及び月齢データを
基にこの時角データに対応した位置の月相表示体３１ａ
乃至３１ｌを前記月齢データに対応する月相状態で表示
させる手段とを有するものである。



【特許請求の範囲】
【請求項１】  針式のアナログ時計機能を備えるととも
に、文字盤に月の時角に対応する配置で配置された新月
から満月に亘る月相状態を表示可能な複数個の月相表示
体と、
現在時刻を計時する時刻計時手段と、
地球上の位置情報を記憶する位置情報記憶手段と、
時刻計時手段により計時する時刻情報と位置情報記憶手
段に記憶した位置情報とからその時刻における月の時角
データ及び月の月齢データを演算する演算手段と、
この演算手段により演算した月の時角データ及び月齢デ
ータを基にこの時角データに対応した位置の月相表示体
を前記月齢データに対応する月相状態で表示させる手段
と、
を有することを特徴とする月データ表示時計。
【請求項２】  前記月相表示体は、液晶表示素子を用い
た２個の弓形状の表示パターンを突き合わせ、この両表
示パターンのそれぞれの外側に液晶表示素子を用いた２
個の三日月状の表示パターンを配置して全体として円形
状に形成したことを特徴とする請求項１記載の月データ
表示時計。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】本発明は、月データ表示時計に関
するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来、アナログ時計の文字盤上に月の朔
望運動に伴って変化する月相を表示する月相表示盤を設
け、この月相表示盤を回転させることで月の満ち欠けを
表示するようにしたものが知られている。
【０００３】また、上述した朔望運動の他に月の日周運
動に伴う月の天球状の位置を示す時角データのみを表示
するようにした時計も知られている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来に
おいては月の月相を表示するアナログ時計は月の月相の
みを、また、月の時角データを表示する時計は時角デー
タのみを各々表示できるだけであり、両者の関係を知る
には別々に表示される月の月相、時角データを比較しな
ければならず、月の月相及び時角データを同時に表示
し、両者の関係を直感的に認識できるようにした時計は
存在しないのが実情である。
【０００５】そこで、本発明は、任意の時刻の月の月相
及びその時刻における時角を直ちに認識できる月データ
表示時計を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明の月データ表示時
計は、針式のアナログ時計機能を備えるとともに、文字
盤に月の時角に対応する配置で配置された新月から満月
に亘る月相状態を表示可能な複数個の月相表示体と、現

在時刻を計時する時刻計時手段と、地球上の位置情報を
記憶する位置情報記憶手段と、時刻計時手段により計時
する時刻情報と位置情報記憶手段に記憶した位置情報と
からその時刻における月の時角データ及び月の月齢デー
タを演算する演算手段と、この演算手段により演算した
月の時角データ及び月齢データを基にこの時角データに
対応した位置の月相表示体を前記月齢データに対応する
月相状態で表示させる表示駆動手段とを有するものであ
る。
【０００７】請求項２記載の月データ表示時計において
は、前記月相表示体を、液晶表示素子を用いた２個の弓
形状の表示パターンを突き合わせるとともに、この両表
示パターンのそれぞれの外側に液晶表示素子を用いた２
個の三日月状の表示パターンを配置して全体として円形
状に形成したものである。
【０００８】以下に、本発明の作用を説明する。
【０００９】請求項１記載の月データ表示時計における
時刻計時手段は、現在時刻を計時する。演算手段は、時
刻計時手段により計時する時刻情報と位置情報記憶手段
に記憶した位置情報とからその時刻における月の時角デ
ータ及び月の月齢データを演算する。表示駆動手段は、
前記演算手段により演算した月の時角データ及び月齢デ
ータを基に、文字盤上の時角データに対応した位置の月
相表示体を前記月齢データに対応する月相状態で表示さ
せる。これにより、文字盤を見るだけで任意の時刻の月
の月相及びその時刻における時角を一目で認識できる。
【００１０】請求項２記載の月データ表示時計において
は、前記月相表示体を、液晶表示素子を用いた２個の弓
形状の表示パターンを突き合わせるとともに、この両表
示パターンのそれぞれの外側に液晶表示素子を用いた２
個の三日月状の表示パターンを配置して全体として円形
状に形成したので、月齢データに応じた２個の弓形状の
表示パターン、２個の三日月状の表示パターンの点灯の
組み合わせにより、個々の月相表示体により各々満月か
ら新月に至る月の月相の変化を表示できる。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下に本発明の実施の形態を詳細
に説明する。
【００１２】本実施の形態は、本発明を針式のアナログ
時計に適用した場合を示しており、図１は本実施の形態
の月データ表示時計である。時計本体１には分針２１が
取り付けられる分針軸（図示せず）及び時針２２が取り
付けられる時針軸（図示せず）の貫通孔（図示せず）が
形成された円形の液晶表示装置からなる文字盤３０が配
置されている。この文字盤３０の外周部に、月の時角０
時乃至２２時に対応する位置に配置された新月から満月
に亘る月相状態を表示可能な液晶表示素子を用いた１２
個の月相表示体３１ａ乃至３１ｌを設けてあり、また文
字盤３０の中央部には年．月．日．時分秒のデジタル表
示部３１ｍを設けてあり、上記３１ａ乃至３１ｍで後述
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する表示部２を形成している。
【００１３】上記、１２個の月相表示体３１ａ乃至３１
ｌは、文字盤３０の中心に関して隣りあうもの同士が３
０度の中心角を形成する配置で、かつ、アナログ時計の
１時乃至１２時に相当する位置に各々配置されている。
尚、デジタル表示部３１ｍは年．月．日．時分秒の時刻
設定時のみ表示され、通常状態では表示されない様にな
っている。また、時刻設定に関しては以下、説明を省略
してある。
【００１４】前記時計本体１の外周部には、前記分針２
１，時針２２を修正するリューズ３５ａ、時計モード、
月データ表示モードを設定する操作キー３５ｂ、データ
入力用のキー３５ｃ，３５ｄを設け、キー入力部６とし
て機能させるようになっている。
【００１５】図２は、前記月相表示体３１ａの具体的構
成例を示すものであり、液晶表示素子を用いた２個の弓
形状の表示パターン３２ａ、３２ｂを突き合わせるとと
もに、表示パターン３２ａ、３２ｂのそれぞれの外側に
三日月状の表示パターン３３ａ、３３ｂを配置して全体
として円形状とし、各表示パータン３２ａ、３２ｂ、表
示パターン３３ａ、３３ｂを選択的に点灯又は消灯して
新月から満月に至る月の月相を表示可能としている。他
の月相表示体３１ｂ乃至３１ｌも前記月相表示体３１ａ
と同一の構成となっている。
【００１６】図３は、本実施の形態の月データ表示時計
の回路構成を示すものであり、発振器３一定周期、例え
ば３２７６８Ｈｚのクロック信号を生成し、分周回路４
及びタイミング信号作成回路５に出力するようになって
いる。分周回路４は、前記クロック信号を分周し、制御
部（ＣＰＵ）７の計時動作の基準となる計時信号を生成
する。また、タイミング信号作成回路５は、制御部７内
の図示しない回路各部を動作させるタイミング信号を作
成する。
【００１７】キー入力部６は前記操作キー３５ｂ乃至３
５ｄからの操作信号を制御部７に送るようになってい
る。
【００１８】また、本実施の形態の月データ表示時計
は、各種の動作プログラム、例えば、時刻計時プログラ
ム、表示プログラム、月の時角演算プログラム、月の月
齢演算プログラム等を格納したプログラムＲＯＭ（リー
ド・オンリ・メモリ）８と、各種データを記憶するＲＡ
Ｍ（ランダム・アクセス・メモリ）９と、制御部７にお
ける各種演算に必要な定数データ等を記憶しているデー
タＲＯＭ１１と、表示部２における各月相表示体３１ａ
乃至３１ｌの表示駆動を行うデコーダ・ドライバ１０と
を具備している。
【００１９】前記制御部７は、プログラムＲＯＭ８に記
憶されている各種の動作プログラムに基づき、現在時刻
の算出、月の時角演算、月の月齢演算等を行い、演算結
果をＲＡＭ９の後述するレジスタに格納し、ＲＡＭ９か

ら表示すべきデータを読み出して、デコーダ・ドライバ
１０に出力するようになっている。デコーダ・ドライバ
１０は、ＲＡＭ９からのデータに基づき前記各月相表示
体３１ａ乃至３１ｌの表示駆動を行う。
【００２０】図４は、前記ＲＡＭ９のレジスタの構成を
示すものであり、このＲＡＭ９には、月相表示体３１ａ
乃至３１ｌのいずれを点灯させるかを示すデータを記憶
するレジスタＡ0 、表示パータン３１ａ、３１ｂ、３２
ａ、３２ｂに対応して設けられた夫々対応する表示パタ
ーンを点灯させるか否かを示すデータを記憶するレジス
タＡ1 ～Ａ4 、時刻や時差、経度等後述するデータのう
ち表示すべきデータを記憶する表示レジスタＡ5 が設け
られている。
【００２１】モードレジスタＹは、動作モードに対応し
た数値Ｍを記憶するものであり、例えば、通常状態では
Ｍ＝０、時刻設定モードの時はＭ＝１が、月データ設定
モードの時はＭ＝２が記憶される。現在時刻レジスタＸ
は、計時された年、日、曜日、時、分、秒からなる現在
時刻を記憶する。レジスタＢは、現在時刻レジスタＸに
記憶される時刻とグリニッジ時刻との時差データを記憶
する。レジスタＣは、位置情報である経度データを記憶
するレジスタであり、レジスタＤは位置情報である緯度
データを記憶するレジスタである。尚、上記時差、経
度、緯度の各データは上記Ｍ＝２の月データ設定モード
で操作キー３５ｂ，３５ｃにより予め設定されるもので
ある。
【００２２】レジスタＥは、後述する月齢計算により求
められる月齢データを記憶するレジスタであり、レジス
タＧは、後述する時角計算により求められる時角データ
を記憶するレジスタである。また、フラグレジスタｆ1 

は、１時間毎に発生する時キャリー信号によりセットさ
れるフラグＦ00 を記憶するレジスタであり、フラグＦ0 

＝１がセットされたときは時角演算が実行される。フラ
グレジスタｆ2 は、１日毎に発生する日キャリー信号に
よりセットされるフラグＦ1 を記憶するレジスタであ
り、フラグＦ1 ＝１がセットされたときは月齢演算が実
行される。
【００２３】レジスタＺは、演算途中のデータを一時記
憶するレジスタであり、複数のメモリエリアＺ0 、Ｚ1 

…Ｚn を有している。
【００２４】次に、上記構成の本実施の形態の作用を説
明する。図５は、本実施の形態の全体的な処理内容を説
明するフローチャートである。
【００２５】本実施の形態の月データ表示時計は通常、
図５のステップＳ１のホルト（ＨＡＬＴ）状態にあり、
キー入力が無ければ、例えば１６Hz毎にステップＳ２の
分単位以下の計時単位の計時処理を実行する。この分以
下計時処理では、１／１６秒、秒及び分単位での時刻の
を計時を行い分が６０分になった際には時キャリー信号
を出力する。そして、次のステップＳ３で時キャリー信
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号の有無を判別する。時キャリー信号が発生されたとき
には、ＲＡＭ９のフラグＦ0 に「１」がセットされる
（Ｓ４）。ここで、フラグＦ0 に「１」をセットするの
は、後述する月の時角演算を１時間単位で行う為であ
る。
【００２６】その後、ステップＳ５の時単位計時処理を
実行する。この時単位計時処理ではステップＳ２の分以
下計時処理の結果、時キャリー信号が発生していれば時
単位のデータに１を加算し、加算した時刻が２４時を超
えたときにはさらに日キャリー信号を出力する。
【００２７】その後、ステップＳ６で日キャリー信号の
有無を判別する。日キャリー信号が発生したときには、
ステップＳ７でＲＡＭ９のフラグＦ1 に「１」がセット
される。ここでフラグＦ1 に「１」をセットするのは、
後述する月齢演算を１日単位で行う為である。
【００２８】そして、次のステップＳ８で日、月、曜
日、年の計時処理を実行する。この日、月、曜日、年の
計時処理では、日キャリー信号が発生していれば曜日を
変更するとともに、日単位のデータに１を加算する。そ
して、その加算の結果、月単位、あるいは年単位のキャ
リーが発生したなら、さらに月、年単位の時刻データの
更新を行い、更新した時刻データをＲＡＭ９の現在時刻
レジスタＸに転送する。
【００２９】以上のようにして時刻計時処理が終了した
後、ステップＳ９に進み、フラグレジスタｆ0 にフラグ
Ｆ0 がセットされているか否かを判別する。フラグＦ0 

＝０であれば、すなわち時キャリー信号が発生していな
ければ、ステップＳ１５の表示処理に進む。一方、フラ
グＦ0 ＝１であれば１時間毎の月の時角を算出する演算
タイミングであり、ステップＳ１０の月の時角演算処理

を実行する。
【００３０】このステップＳ１０の月の時角演算処理を
以下に詳しく説明する。先ず上述した計時処理により計
時され、現在時刻レジスタＸに記憶された時刻を、レジ
スタＢに記憶されている時差データに基づいてグリニッ
ジ時刻に変換し、そのグリニッジ時刻をＲＡＭ９のレジ
スタＺ0 に格納する。
【００３１】次に、グリニッジ恒星時、月の視赤経を求
める為の変数Ｔを算出しＲＡＭ９のレジスタＺ1 に格納
する。ここで変数Ｔとは、西暦２０００年１月１日０時
（グリニッジ時刻：ＧＭＴ＝ＵＴ時）からの経過日数を
ユルウス世紀（３６５２５日）で割ったものであり、年
＝ＹＥ、月＝ＭＮ、日＝ＤＡとおくと、Ｗ＝（ＹＥ－１
９００）／４、Ｆ＝ＦＲＡＣ（Ｗ）、Ａ＝ＩＮＴ（１４
６１×Ｗ）、Ｂ＝ＩＮＴ［（ＭＮ＋７）／１０］、Ｃ＝
ＩＮＴ（１－Ｆ）、Ｄ＝ＩＮＴ［０．４４×（ＭＮ＋
４．４）］、Ｚ＝Ａ＋３１×ＭＮ＋ＤＡ＋（Ｂ－１）×
Ｃ－Ｂ×Ｄ＋ＨＯ／２４としたときに、変数ＴはＴ＝
（Ｚ－３６５５６．５）／３６５２５で表せる。このよ
うにして変数Ｔを算出し、算出した値をＲＡＭ９のレジ
スタＺ1 に格納する。
【００３２】次に、ＵＴ＝０時におけるグリニッジ恒星
時Ｋを求める。即ち、Ｙ＝Ｚ－２５０１２としたときグ
リニッジ恒星時Ｋは、Ｋ＝２４×ＦＲＡＣ（０．００２
７３７９×Ｙ）で求めることができる。このようにして
グリニッジ恒星時を算出し、算出した値をＲＡＭ９のレ
ジスタＺ2 に格納する。
【００３３】次にＵＴ＝０時における月の視赤経を計算
する。
【００３４】数１

α＝３２０８４．５２５３９×Ｔ
    ＋１４．５５４４１
    ＋０．４１９２５×ＣＯＳ（４７７１９８．８６８×Ｔ＋４４．９６３）  
    ＋０．１６３５８×ＣＯＳ（９６２５３５．７６２×Ｔ＋１６６．６３３）
    ＋０．０８４９４×ＣＯＳ（４１３３３５．３５０×Ｔ＋１０．７４０）  
    ＋０．０７１０４×ＣＯＳ（１９３４．１４０×Ｔ＋３２４．９６０）    
    ＋０．０７０４８×ＣＯＳ（９６４４６９．９００×Ｔ＋４１．５９０）  
    ＋０．０４３８９×ＣＯＳ（８９０５３４．２２０×Ｔ＋１４５．７００）

【００３５】とすると、月の視赤経：α（ｍ）は、α
（ｍ）＝２４×ＦＲＡＣ（α／２４）で表される。
【００３６】上記の式からＵＴ＝０時の月の視赤経を算
出し、その値をＲＡＭ９のレジスタＺ3 に格納する。
【００３７】次に、以上のようにして求めたグリニッジ

恒星時と月の視赤経とから、グリニッジにおけるＵＴ＝
０時の月の時角ＪＫを算出する。月の時角ＪＫは下記数
２で求めることができる。
【００３８】数２

      ＪＫ＝      Ｋ－α（ｍ）  ；（Ｋ－α（ｍ）Ａ＞０）
                  Ｋ－α＋２４  ；（Ｋ－α（ｍ）Ａ＜０）

【００３９】上記の数２から求めた月の時角ＪＫのデー
タをＲＡＭ９のレジスタＺ4 に格納する。
【００４０】以上のようにして当日のグリニッジにおけ
るＵＴ＝０時の月の時角のデータが得られたので、次に
翌日の月の時角を求める演算を行う。先ず、前記レジス

タＺ1 に記憶された時刻の日付データに＋１してレジス
タＺn に記憶すると共に、＋１された翌日の変数Ｔを算
出し、ＲＡＭ９のレジスタＺ5 に格納する。
【００４１】次に、翌日のＵＴ＝０時におけるグリニッ
ジ恒星時及び月の視赤経を計算し、それらの値をＲＡＭ
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９のレジスタＺ6 及びＺ7 に格納する。そして、上記の
翌日のグリニッジ恒星時と月の視赤経から、翌日のグリ
ニッジにおけるＵＴ＝０時の月の時角を求め、その値を
ＲＡＭ９のレジスタＺ6 に格納する。
【００４２】以上の演算によりグリニッジにおけるＵＴ
＝０時の当日の月の時角と、翌日の月の時角が求められ
たので、次に月の太陰日周期を計算する。太陰日周期と

は、月の時角が０ｈとなったときから次に月の時角が０
ｈとなるまでの時間であり、月の日周運動の一周期の時
間を示している。
【００４３】いま、ＤＪＫ＝（翌日のＵＴ＝０時の月の
時角）－（当日のＵＴ＝０時の月の時角）とすると、太
陰日周期ＬＮＲは、数３で表せる。
【００４４】数３

  ＬＮＲ＝    ５７６／ＤＪＫ                ＤＪＫ＞０
              ５７６／（ＤＪＫ＋２４）      ＤＪＫ＜０

【００４５】上記の数３から太陰日周期ＬＮＲを求め、
その値をＲＡＭ９のレジスタＺ7 に格納する。
【００４６】次に、月の時角が０時となる時刻（ＵＴ
時）を計算する。時角０時となる時刻、即ち、ＵＴ時
は、ＵＴ＝（当日のＵＴ＝０時の月の時角）－（太陰日
周期ＬＮＲ／２４）で求める事ができる。このようにし
て求めたグリニッジにおいて月の時角が０時となる時刻
を求め、その値をＲＡＭ９のレジスタＺ8 に格納する。
【００４７】次に、上述した演算で求めたグリニッジに
おける月の時角が０時となる時刻から、計時中の地点又
は指定された地点で月の時角が０時となる時刻を計算す
る。任意地点で月の時角が０時となる時刻ｔは、ｔ＝
（グリニッジにおける時角＝０ｈとなる時刻）＋（ＵＴ
時との時差）－（太陰日周期ＬＮＲ／２４）＋（経度／

１５）で求める事ができる。
【００４８】上記の計算式に、計時中又は指定された地
点の経度及びグリニッジとの時差とを代入し、その地点
で月の時角が０時となる時刻を求め、その時刻をＲＡＭ
９のレジスタＺ9 に格納する。
【００４９】例えば、東経１３９．７５°の東京におい
て月の時角が０時となる時刻ｔは、東京とグリニッジと
の時差（＋９時間）と、数３から求められる太陰日周期
ＬＮＲ（２４．７時）、ＵＴ＝（当日のＵＴ＝０時の月
の時角）－（太陰日周期ＬＮＲ／２４）の計算式で求め
時角＝０時となるＵＴ時（２０．７９時）から次のよう
にして求めることができる。
【００５０】数４

      ｔ＝２０．７９時＋９時－（２４．７／２４）×１３９．７５／１５
        ＝２０．２０時＝２０時１２分

【００５１】以上の演算で任意地点で月の時角が０時と
なる時刻が求まったなら、計時中の現在時刻又は指定さ
れた時刻の月の時角を計算し、ＲＡＭ９のレジスタＧに
格納する。
【００５２】上述した演算により求めた太陰日周期＝２
４．７時と、東京において月の時角が０ｈとなる時刻＝
２０時１２分と、求める現在時刻（例えば１１時３５
分）との時刻差（８．６２時）から、比例計算により両
時刻における月の時角差を求めることができる。
【００５３】比例計算により時角差を求めると、時角差
＝２４×８．６２÷２４．７＝８．３８ｈ、となる。こ
の時角差を月の時角０ｈ（＝２４ｈ）から減算すれば、
１１時３５分における月の時角＝１５．６２ｈを求める
ことができる。
【００５４】即ち、任意地点の経度及びグリニッジとの

時差を指定することで、上述した演算によりその地点で
の任意時刻での月の時角を簡単に求めることができる。
【００５５】このようにして月の時角演算が終了したな
ら、次に図５のステップＳ１１で、フラグＦ0 を「０」
にリセットする。そして、次のステップＳ１２でフラグ
Ｆ1＝１がどうかを判別する。フラグＦ1 ＝１のとき、
即ち２４時間が経過して日付が替わったときには、ステ
ップＳ１３に進み月齢演算を実行する。
【００５６】月齢演算においては、当日と西暦２０００
年１月１日正午（ＧＭＴ＝１２：００）との差をＴＰ、
基準の新月となる日をＴＬとし、ＴＬ＝ＴＰ＋３６５．
５、Ｇ＝ＴＬ／２９．５３とする。すると、月齢は簡易
的に数５で表すことができる。
【００５７】数５

    月齢      ＝（Ｇの少数部）×２９．５３
                                          （ＧＭＴ＝１２：００）
              ＝（Ｇの少数部）×２９．５３＋０．５－時差／２４
                                          （ＬＳＴ＝正午）

【００５８】図６は、上述した月齢演算により求められ
る月の月齢とムーングラフ（月相）との関係を説明する
図である。上述した月齢演算により求めた月齢のデータ
が０．０～１．８日、又は、２７．８～２９．５３の範
囲の何れかの値であれば、ムーングラフは新月に相当す
る。このとき求めた月齢のデータをＲＡＭ９のレジスタ

Ｅに書き込む。
【００５９】また、同様に、上述した月齢演算により求
めた月齢のデータが１３．０～１６．６日の範囲の何れ
かの値であれば、月相は満月に相当する。このとき求め
た月齢のデータをレジスタＥに書き込む。演算により求
められる月齢のデータが他の角度範囲にある場合にも同
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様であり、月齢と月相との関係は、図１６の図表に示す
ようになる。
【００６０】上述したステップＳ１３の月齢演算が終了
したら、ステップＳ１４に進み、フラグＦ1 を０にセッ
トし、次に、ステップＳ１５の表示処理を実行する。こ
の表示処理では、上述した月の時角演算、月齢演算で求
めたデータを基に図７乃至図１０に示すような月相表示
体３１ａ乃至３１ｌの表示処理を行う。
【００６１】図７に示す例は、現在時刻が午後１０時
で、ＲＡＭ９のレジスタＧに記憶した月の時角のデータ
２０時、レジスタＥに記憶した月齢のデータが１３．０
～１６．６日の範囲の場合である。即ち、この場合に
は、レジスタＧに記憶した月の時角のデータ２０時を基
に表示レジスタＡのレジスタＡ0 に対して月相表示体３
１ｋを点灯させるデータが書き込まれ、また、レジスタ
Ｅに記憶した月齢のデータ１３．０～１６．６日を基に
レジスタＡ1 に各表示パータン３１ａ、３１ｂ、３２
ａ、３２ｂの全てを点灯させるデータが書き込まれ、こ
の結果、図７に示すように、時角２０時の位置の月相表
示体３１ｋが満月のように点灯した状態で表示され、こ
のときの月の時角及び月相を一目で認識できる。
【００６２】図８に示す例は、現在時刻が午後８時で、
ＲＡＭ９のレジスタＧに記憶した月の時角のデータが２
時、レジスタＥに記憶した月齢のデータが２０．３～２
４．０日の範囲の場合である。即ち、この場合には、レ
ジスタＧに記憶した月の時角のデータ２時を基に表示レ
ジスタＡのレジスタＡ0 に対して月相表示体３１ｂを点
灯させるデータが書き込まれ、また、レジスタＥに記憶
した月齢のデータ２０．３～２４．０日を基にレジスタ
Ａ1 に表示パータン３１ａ、３２ｂを点灯させるデータ
が書き込まれ、この結果、図８に示すように、時角２時
の位置の月相表示体３１ｂが半月のように点灯した状態
で表示され、このときの月の時角及び月相を一目で認識
できる。尚、月相表示体３１ｂの非点灯部分は黒塗りで
示す。
【００６３】図９に示す例は、現在時刻が午後６時で、
ＲＡＭ９のレジスタＧに記憶した月の時角のデータが４
時、レジスタＥに記憶した月齢のデータが１．９～５．
６日の範囲の場合である。即ち、この場合には、レジス
タＧに記憶した月の時角のデータ４時を基に表示レジス
タＡのレジスタＡ0 に対して月相表示体３１ｃを点灯さ
せるデータが書き込まれ、また、レジスタＥに記憶した
月齢のデータ１．９～５．６日を基にレジスタＡ1 に表
示パータン３２ｂのみを点灯させるデータが書き込ま
れ、この結果、図９に示すように、時角４時の位置の月
相表示体３１ｃが三日月のように点灯した状態で表示さ
れ、このときの月の時角及び月相を一目で認識できる。
【００６４】同様に、図１０に示す例は、現在時刻が午
前１０時で、ＲＡＭ９のレジスタＧに記憶した月の時角
のデータが２２時、レジスタＥに記憶した月齢のデータ

が２７．８～１９．５３日の範囲の場合である。即ち、
この場合には、レジスタＧに記憶した月の時角のデータ
２２時を基に表示レジスタＡのレジスタＡ0 に対して月
相表示体３１ｋを点灯させるデータが書き込まれ、ま
た、レジスタＥに記憶した月齢のデータ２７．８～１
９．５３日を基にレジスタＡ1 に表示パータン３１ａ、
３１ｂ、３２ａ、３２ｂの全てを消灯させるデータが書
き込まれ、この結果、図１０に示すように、時角２２時
の位置の月相表示体３１ｋが非点灯状態（黒塗りで示
す）で表示され、このときの月の時角と月相が新月であ
ることを一目で認識できる。
【００６５】上述したステップＳ１のホルト状態で、前
記操作キー３５が操作されると、ステップＳ１７のキー
処理に進み、モードレジスタＹにＭ＝０がセットされ、
時刻表示モードとなって前記月相表示体３１ａ乃至３１
ｌは全て消灯して長針２１、短針２２のみの時計表示と
なる。
【００６６】
【発明の効果】以上詳述した本発明によれば、以下の効
果を奏する。
【００６７】請求項１記載の発明によれば、文字盤を見
るだけで任意の時刻の月の月相及びその時刻における時
角を一目で認識できる月データ表示時計を提供すること
ができる。
【００６８】請求項２記載の発明によれば、月齢データ
に応じた２個の弓形状の表示パターン、２個の三日月状
の表示パターンの点灯の組み合わせにより、個々の月相
表示体により各々満月から新月に至る月の月相の変化を
表示できる月データ表示時計を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施の形態の月データ表示時計を示す正面図
である。
【図２】本実施の形態の月データ表示時計の月相表示体
を示す拡大図である。
【図３】本実施の形態の月データ表示時計の回路構成を
示すブロック図である。
【図４】本実施の形態の月データ表示時計のＲＡＭの構
成図である。
【図５】本実施の形態の全体の動作を示すフローチャー
トである。
【図６】本実施の形態におけるムーングラフ（月相）、
月齢及び文字盤上の表示位置の関係を示す図である。
【図７】本実施の形態の月データ表示時計の午後１０時
における時角、月相の表示例を示す図である。
【図８】本実施の形態の月データ表示時計の午後８時に
おける時角、月相の表示例を示す図である。
【図９】本実施の形態の月データ表示時計の午後６時に
おける時角、月相の表示例を示す図である。
【図１０】本実施の形態の月データ表示時計の午前１０
時における時角、月相の表示例を示す図である。
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【符号の説明】
１  時計本体
２  表示部
３  発振器
４  分周回路
５  タイミング信号作成回路
６  キー入力部
７  制御部
８  プログラムＲＯＭ

９  ＲＡＭ
１０  データ・ドライバ
１１  データＲＯＭ
２１  長針
２２  短針
３１ａ乃至３１ｌ  月相表示体
３２ａ、３２ｂ  表示パターン
３３ａ、３３ｂ  表示パターン

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図６】
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【図５】 【図７】

【図８】 【図９】
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【図１０】

(9)                         特開平９－１５３５７


